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 本要求水準書（以下「本書」という。）は、大牟田市（以下「本市」という。）が発注する「北

部浄化センター改築更新工事」（以下「本事業」という。）に適用する。本書は、本市が本事業

を委託する民間事業者（以下「事業者」という。）に要求するサービスの水準を示すものである。

入札参加者は、本書に示す条件を満たす事業提案書を作成するものとし、作成にあたっては具体

的な根拠を示すこと。 

 

1.  基本的な条件 

1.1  北部浄化センターの概要 

北部浄化センターの概要は表 1-1のとおりである。また、本事業の対象施設（以下「対象施設」

という。）を別紙 1に示す。 

表 1-1 北部浄化センターの概要 

項 目 摘 要 

名  称 北部浄化センター 

所在地 大牟田市大字手鎌 1856番地 

施設能力 全体計画：21,500m3/日、既設能力：16,600m3/日 

排除方法 分流式 

用途地域等 工業専用地域 

防火地域 指定  無 

敷地面積 24,270m2 

容積率、建ぺい率

及び高さ制限 
容積率 200％、建ぺい率 60％、高さ制限なし 

計画水量 日最大計画水量  16,600m3/日（反応タンク 2池分）とする。 

水質項目 計画流入水質 計画放流水質 

BOD 200 15 

SS 150 30 

COD 95 － 

T-N 35 － 

計画流入・放流水

質（単位：mg/L） 

T-P 4 － 

処理方式 標準活性汚泥法（汚泥処理方式は濃縮→消化→南部に送泥し脱水） 

流入汚水 

平成 19 年度実績では日平均汚水量は約 5,200m3/日であるが、面整備計画

では今後 10年程度で 14,000m3/日を超えると予測している。なお、現在は

晴天日には分流汚水のみ流入しているが、約 10 年後には、現在の南部浄

化センターで処理している合流区域の汚水を 2,500m3/日程度含むと予測し

ている。 

一方、合流改善対策として、現在でも南部処理区（中部処理系統）から雨

天時に合流下水の一部を流入させているが、この運転方法は今後も継続す

る予定である。 
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項 目 摘 要 

運転上特記すべき

事項 

・硫化水素対策と最終沈殿池汚泥の沈降性向上を目的として、沈砂池に塩

化第二鉄（38%溶液、鉄濃度 12.8%）を注入している。（現状の平均流入水

量 4,000～5,000m3/日に対し、120リットル/日を注入している。） 

・二次処理水を流入水に混合する流入水希釈法を採用している。（現状の

平均流入水量 4,000～5,000m3/日に対し、希釈水として 200m3/時を返送して

いる。） 

・現状の運転状況については資料閲覧により確認すること。 

1.2  改築更新の基本方針 

 本市には、北部浄化センターのほか南部浄化センター（一部合流式）があり、北部浄化センタ

ーは将来的には南部浄化センターに統合する構想がある。北部浄化センターは、これまで 30年以

上にわたり小規模な部品取替え・修繕を行いながら運転を継続してきたが、水処理設備は老朽化

により安定的な運転に懸念が生じているため、当初設置の機械・電気設備を中心に抜本的な改築

更新を行うこととした。改築更新の基本方針は次のとおりである。 

ア  工事期間中における現有能力及び機能を確保し、処理場を運用しながらの改築更新が可能

な工事内容及び手順とする。 

イ  水処理方式は標準活性汚泥法とし、高度処理は導入しない。ただし、維持管理性の向上を

図るため嫌気・好気運転、硝化促進・抑制運転等を可能とするとともに、環境面、省エネル

ギー、経済性等を考慮した最新技術を取り入れる。 

ウ  改築更新の後、各設備の標準耐用年数内に本市の費用負担による交換や大規模修繕がない

ものとする。 

エ  最初沈殿池を除く水処理設備は、今後流入水量の増加が見込まれるため、2系列運転の内 1

つの系列の稼動停止が容易にできなくなることを考慮するとともに、最近の技術動向等（膜

分離活性汚泥法等）を踏まえた処理方式の導入も検討対象とする。 

オ  電気設備については、南部浄化センターから遠方監視制御ができる設備を設置する。 

1.3  業務範囲の分担 

1.3.1  事業者の業務範囲 

事業者の業務範囲は次のとおりとする。 

(1)  対象施設の設計 

ア  実施設計 

イ  国庫補助金申請図書作成補助 

(2)  対象施設の建設 

ア  機械設備更新工事 

イ  電気設備更新工事 

ウ  その他必要な工事（切替等の仮設工事を含む。） 

エ  工事の実施に必要な届出の提出（本市が提出すべき届出を除く。） 

オ  対象施設の稼働に必要な各種許認可の取得及び届出の提出（本市が取得し、又は提出すべ

きものを除く。） 
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カ  工事監理及び工事状況の本市への報告 

キ  その他本事業を実施する上で必要な業務 

1.3.2  本市の業務範囲 

本市が行う業務範囲は次のとおりとする。 

ア  対象施設に係る国庫補助金申請手続き 

イ  対象施設の稼働に必要な各種許認可取得及び届出の提出（本市が取得し、又は提出すべき

ものに限る。） 

1.3.3  対象施設 

対象施設は表 1-2及び別紙 2に示すとおりである。汚泥処理施設は対象施設には含めない。 

表 1-2 対象施設 

区 分 摘 要 備 考 

機械設備 反応タンク設備 

第１最終沈殿池設備 

第２最終沈殿池設備 

消毒設備 

砂ろ過設備 

送風機設備 

配管設備 

切替時等の仮設工事、機械基礎

工事、配管工事の他、必要な工

事 1式を含む。 

電気設備 水処理電気設備 

自家発電設備 

中央監視設備 

消毒関係電気設備 

砂ろ過電気設備 

送風機電気設備 

水処理施設照明設備 

南部浄化センターからの遠方監視制御設備 

受変電設備 

切替時等の仮設工事、基礎工事、

配管工事、配線工事の他、必要

な工事 1式を含む。 
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2.  設計に関する条件 

2.1  設計の基本的考え方 

 事業者が対象施設の設計及び建設を一括して行う趣旨に鑑み、また建設後における維持管理の

容易性にも配慮して、必要かつ適切な施設・設備を事業者の判断と責任において設計すること。 

2.2  対象施設の要求性能 

 対象施設が満たすべき性能として、表 2-1に示す点を要求する。 

表 2-1 対象施設の要求性能等 

区分 要求性能等 

反応タンク

設備 

反応タンク形状 幅 8.0 m×長 60.0m×深 4.5m×2 池 

【対象施設】散気設備、ゲート設備 1式 

【要求性能】 

一 散気装置は、反応タンクを空にすることなく維持管理可能な機種とする。

二 反応タンクの各系列 4池目末端側にそれぞれ DO、MLSS、ORPの自動測定

器を設置する。自動測定器は洗浄等の日常メンテナンスが容易に行えること。

三 反応タンク 1 池目及び４池目は撹拌を十分に行えるとともに、嫌気状態を

維持できること（DO濃度が 0.2mg/L以下で推移できること）。また、反応タ

ンク 2池目及び 3池目の散気装置は、各池の前方と後方でそれぞれ水質の状

況に応じて風量調整できるようにする。ただし、自動化までは考えていない。

四 反応タンクは全池、好気運転ができること。 

五 処理水量が現状の 2 割増（概ね 6,500m3/日）となるまでは、窒素・リンに

ついて現状と同等の放流水質が確保でき、また現状と同様の運転操作が可能

な設備とする。 

※ 現在の運転状況 

 脱窒・脱リン及びバルキング対策として、反応タンクを「嫌気・好気・

好気・嫌気」や「嫌気・嫌気・好気・好気」を基本として運転しているが、

硝化の度合いや脱窒による汚泥浮上防止のため適宜変更している。（ここ

での「嫌気」とは、微曝気による擬似嫌気状態をいう。） 

六 また、次の点に留意すること。 

・雨天時には合流式下水の一部を北部浄化センターに送水し、処理を行って

いる。（送水量最大 600m3/hr） 

・現在は分流式となっているが、今後、南部浄化センターで処理している合

流区域の汚水の一部も処理する予定である。合流区域の汚水については溶

存硫化物が高濃度で検出され、糸状性細菌の増殖要因となっているため、

バルキング対策が十分行える設備とする。 

最終沈殿池

設備 

第一最終沈殿池形状：径 23.0 m×深 2.5m×1池 

第二最終沈殿池形状：幅 6.0 m×長 24.0m×深 2.5m×2池 

【対象施設】掻き寄せ機設備、ゲート設備、汚泥引き抜き設備、返送汚泥ポンプ



 

 - 5 -

区分 要求性能等 

設備 1式 

【要求性能】汚泥の確実な掻き寄せが可能な設備とする。また、スカム除去がで

きる設備とする。 

送風機設備 【対象施設】送風機設備 1式 

【要求性能】散気装置の選定に伴い、散気装置目詰り防止に必要な空気ろ過器を

必要に応じて設けること。また、更新場所は現状送風機室とする。 

砂ろ過設備 【対象施設】砂ろ過本体および補機類 1式 

【要求性能】砂ろ過能力は 150m3/日程度を想定している。設備は砂ろ過に限定

せず、マイクロストレーナー等も可能とする。 

消毒設備 【対象施設】薬品注入設備 1式（薬品タンクは更新しない） 

【要求性能】処理水量に合わせて、自動的に注入量制御が可能な設備とする。 

配管設備 【要求性能】 

  返送汚泥管、余剰汚泥管、空気管及び場内用水配管の配管設備の更新を行

うこと（埋設部を含む）。その際、既設埋設部は屋外配管又はピット内配管を

基本とする。既存施設と対象施設の連絡管の更新対象は別紙 4 に示すとおり

である。 

電気設備 【要求性能】 

一 自家発電設備 

 自家発電設備は、水処理機能が最小限確保できるとともに、北部浄化セン

ターの維持管理や保安上必要な負荷が確保できる容量を選定すること。 

発電機容量は 300kVA程度を想定している。対象施設の実情を考慮した対

象負荷リストは閲覧資料で示す。 

二 中央監視設備 

① 信頼性・安全性・安定性の確保を最優先にした設備を導入すること。 

② CRT監視制御装置を設置して、既設の監視操作機能（監視盤と操作卓）

を取り込む。また、監視拠点（南部浄化センター）への統合化を考慮した

システム構成とすること。（汚泥脱水設備は除く） 

③ CRT監視制御装置の設置場所については、監視室の環境改善やメンテナ

ンススペースが確保できる等の設置環境条件を考慮した場所に設置するこ

と。 

④ 最終沈殿池に信頼性・耐久性・保守性を有する汚泥界面検出器を新たに

設置し、CRT監視制御装置に取り込むこと。 

⑤ 場内のセキュリティ管理と水処理監視（終沈のみ）に必要な高い信頼性

と耐久性、保守性を有するカメラを新たに採用し、設置環境条件を考慮し

た場所に設置すること。 

三 水処理電気設備 

① 対象施設の機械設備更新に伴う電気設備の更新をすること。 
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区分 要求性能等 

② 新規に最初沈殿池へ信頼性・耐久性・保守性を有する pH計を設置し、

CRT監視制御装置に取り込むこと。 

四 送風機電気設備 

① 対象施設の機械設備更新に伴う電気設備の更新をすること。 

② 新規に反応タンクへ信頼性・耐久性・保守性を有するMLSS計を設置し、

CRT監視制御装置に取り込むこと。 

五 水処理施設照明設備 

  夜間の維持管理性・安全性を最優先に、省エネルギー化も考慮した機種の

選定を行うこと。また、設置場所についてはメンテナンススペースの確保も

含めて更新すること。（対象は、初沈・反応タンク・終沈・滅菌池周辺のみ）

六 受変電設備 

自家発電設備及び受変電設備は沈砂池ポンプ棟内に設置する。ただし、収

納できない場合は受変電設備を屋外設置とする。沈砂池ポンプ棟の増設図は

別紙 3に示すとおりである。 

その他 膜分離活性汚泥法を提案する場合は、対象設備の変更は可能であるが、水処理

施設全体で同等以上の性能を満たすものとする。 

2.3  設計業務期間 

 事業期間の開始の日から約 6ヶ月間とする。 

2.4  設計図書の提出 

事業者は、施工に着手する前に次に示す設計図書を提出し、本市の承諾を得なければならない。

部数及び様式は本市の指示に従う。 

ア  設備仕様書 

イ  設計計算書 

ウ  構造計算書 

エ  施設全体フロー図 

オ  施設全体配置図、主要平面図、断面図、立面図 

カ  機器配置図 

キ  設備組立平面図、断面図 

ク  電気・計装系統図 

ケ  工事工程表 

コ  内訳書 

サ  施設概要説明資料 

シ  施工計画書 

ス  その他設計内容の確認に必要な図書 
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3.  建設に関する条件 

3.1  建設の基本的考え方 

 事業者が対象施設の設計及び建設を一括して行う趣旨に鑑み、事業者の判断と責任において建

設すること。 

3.2  事前調査 

建設に必要な各種事前調査は、事業者の責任及び費用において行うこと。 

3.3  ユーティリティ等 

3.3.1  水道水 

水道水は、建設時に必要とする分については無償で使用できる。ただし、現場事務所で必要と

する分については有償とする。 

3.3.2  電力 

建設に必要な電力は、現場事務所で必要とする分を含めて、事業者自ら仮設電力を引き込み受

電し、料金も事業者が負担する。 

また、試運転（単体試験及び総合試運転）に用いる電力は、既存の受電系統より分岐し受電す

るものとし、費用も本市の負担とする。試運転に際し、事業者は事前に試運転計画書を提出し、

本市の承諾を得ること。 

3.3.3  貸与スペース 

本市が事業者の管理事務所、資材置場等として貸与するスペースは、別紙 5に示す北部浄化セ

ンター内の敷地とする。 

3.4  単体試験及び総合試運転 

単体試験及び総合試運転は、建設期間内に実施する。 

3.5  完成図書の提出 

事業者は、建設業務の終了後次に示す完成図書を提出し、本市の完成検査を受けなければなら

ない。部数及び様式は本市の指示に従う。 

ア  工事完成図（原図を含む。） 

イ  取扱説明書 

ウ  設備機器台帳 

エ  単体試験及び総合試運転報告書 

オ  運転操作及び保守点検に関する説明書 

カ  施工監理記録 

キ  工事記録写真 

ク  官公庁手続書類 

ケ  その他完成確認に必要なもの 

 

4.  仕様に関する条件 

4.1  規格及び基準 

対象施設の設計及び建設にあたっては、関係法令等に基づき適用する基準、規程、規格による
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ものとし、本書の要求水準を満たすために事業者が適切と考える仕様として差し支えない。 

4.2  既存施設との連絡管に関する特記事項 

既存施設と対象施設の連絡管の管材は、既存施設の管材と整合を図ること。管材は、日本工業

規格（JIS）、日本下水道協会規格等に適合したものを使用し、必要に応じ防食対策及び不等沈下

対策を施す。なお、既存アスファルト部分を掘削して管路を布設する場合は、現状と同一の舗装

構成で復旧する。 

4.3  環境への配慮 

4.3.1  騒音、振動、悪臭、粉塵及び排出ガス対策 

事業者は、対象施設の建設に際して、福岡県環境保全に関する条例（昭和 47年条例第 28号）

及び大牟田市環境基本条例（平成 14年条例第 40号）に基づき、周辺住民の生活環境を損ねるこ

とのないよう配慮すること。 

4.3.2  交通安全対策 

事業者は、工事関係車両、作業車両等の通行にあたり、住民等の社会生活及び経済活動に支障

をきたさないよう、適切な交通安全対策を講じること。 

4.3.3  周辺住民対応 

事業者は、常に適切な工事管理を行うことにより、周辺の住民の信頼と理解、協力を得るよう

努めること。また、住民との交渉や協議が必要となった場合には、本市は解決に向けて事業者に

協力する。 

 

5.  瑕疵担保と性能保証 

5.1  瑕疵担保 

対象施設の建設に係る瑕疵担保の期間は、引渡しを受けた日から 2年間とする。ただし、その

瑕疵が事業者の故意又は重大な過失により生じた場合は 10年間とする。詳細は契約書（案）に示

す。 

5.2  性能保証 

5.2.1  性能保証事項 

本書並びに本書に基づき事業者が作成する事業提案書に記載される対象施設の性能は、本市の

誤操作及び不可抗力に起因する場合を除き、すべて事業者の責任と費用負担により確保されなけ

ればならない。詳細は契約書（案）に示す。 

5.2.2  性能保証期間 

性能保証の期間は、対象施設の各設備、機器を単位として、引渡しを受けた日から地方公営企

業法（昭和 27年法律第 292号）施行規則別表第 2号に定める有形固定資産の耐用年数の期間（当

該耐用年数が 10年を超える場合は 10年間）とする。ただし、本市が改良又は改造を行った場合

には、その時までの期間とする。 
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6.  非常時の対応 

6.1  応急措置 

事業者は、建設期間中に故障等により北部浄化センターの全部若しくは一部の機能が停止した

場合又は建設に伴う事故や災害が発生した場合において、本市を仲立ちとして北部浄化センター

の維持管理委託業者と連携を図りながら速やかに原因を究明するとともに、協働して応急措置を

講じ、被害を最小限に抑え、速やかに本格復旧できるようにする。 

6.2  本市への連絡 

事業者は、何らかの原因で北部浄化センターの施設が通常の機能を損ない、運転に支障を来た

す恐れのある場合には、速やかに本市に連絡する。 
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別紙１ 工事範囲明示図（北部浄化センター一般平面図） 
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別紙２ 対象機器リスト（機械設備） 

第１最終沈殿池クラリファイアー
池形状　φ23 m×2.5mH
確実な汚泥の掻寄ができること。スカム除去ができること。

第１最終沈殿池流入ゲート

第１最終沈殿池排出ゲート

返送汚泥排出ゲート（No.1終沈引抜ゲート）

返送汚泥ポンプ引上装置

最初沈殿池返送汚泥返送弁 流量調整が容易であること。固着等が無く、動作確実であること。

No.1返送汚泥ポンプ

No.2返送汚泥ポンプ

No.3返送汚泥ポンプ

第２最終沈殿池フライトコンベヤNo.1

第２最終沈殿池フライトコンベヤNo.2

第２最終沈殿池汚泥引抜用テレスコ弁No.1

第２最終沈殿池汚泥引抜用テレスコ弁No.2

第２最終沈殿池汚泥引抜用テレスコ弁No.3

第２最終沈殿池汚泥引抜用テレスコ弁No.4

第2最終沈殿池流入ゲート

No.1次亜塩素酸ナトリウム貯槽

No.2次亜塩素酸ナトリウム貯槽

No.1次亜注入ポンプ

No.2次亜注入ポンプ

砂ろ過器 既設仕様　　1m
3
/分　マイクロストレーナー等でも可

自動ストレーナ 既設仕様　φ100×1.0m
3
/分×0.75kw

No.1コンプレッサー

No.2コンプレッサー

浄水ポンプNo.1

浄水ポンプNo.2

シール水ポンプNo.1

シール水ポンプNo.2

砂ろ過原水ポンプNo.1

砂ろ過原水ポンプNo.2

処理水ポンプNo.1

処理水ポンプNo.2

滅菌池ドレン手動ゲート 流量調整が容易であること。固着等が無く、動作確実であること。

処理水槽機器吊上装置

No.1曝気ブロワ

No.2曝気ブロワ

No.3曝気ブロワ

曝気ブロワ吸込チャンバー
散気装置目詰まり防止に必要な空気ろ過器を必要に応じて設ける
こと。

曝気ブロワー吊上装置

No.1系統散気装置

No.2系統散気装置

No.1系列流入ゲート①

No.1系列流入ゲート② ステップ水路のゲート

No.1系列流入ゲート③ 同上

No.1系列流入ゲート④ 同上

No.2系列流入ゲート①

No.2系列流入ゲート② ステップ水路のゲート

No.2系列流入ゲート③ 同上

No.2系列流入ゲート④ 同上

曝気槽返送汚泥電動弁No.1

余剰空気電動弁①

余剰空気電動弁②

池形状　3.0mW×24mL×2.5mH
確実な汚泥の掻寄ができること。スカム除去できること。

砂ろ過設備

消毒補機

反応槽設備

第２最終沈
殿池設備

消毒設備

送風機設備

機器名称

流量調整が容易であること。
固着等が無く、動作確実であること。

流量調整が容易であること。
固着等が無く、動作確実であること。

設備名称

第１最終沈
殿池設備

既設仕様　φ200×6m
3
/min×8m×15kW×2台

　　　　　　　φ150×3m
3
/min×8m×11kW×1台

2台運転にて、100 % 返送可能な設備とすること。

備考

既設仕様　φ40×0.07m
3
/分×36m×2.2kw

既設仕様　φ100×1.0m
3
/分×16m×5.5kw

能力・仕様・更新による考え方等

流量調整が容易であること。
固着等が無く、動作確実であること。

流量調整が容易であること。
固着等が無く、動作確実であること。

既設品を使用

既設仕様　φ100×1.0m
3
/分×23m×7.5kw

反応槽形状　幅8.0 m×長60.0m×深4.5m　池を空にすることなく維
持管理可能な機種とすること。

既設仕様　　15A×384cc/分×0.2kw
処理水量に合わせて、自動的に注入量制御が可能であること。ま
た、その応答性が良いこと。

既設仕様　　600 L/分×5.5kw

既設仕様　φ125×1.12m
3
/分×21m×7.5kw

既設仕様　φ200×33m
3
/分×5.3kg/cm2×37kw

更新場所は現状送風機室とする。
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別紙２ 対象機器リスト（電気設備）１／２ 
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別紙２ 対象機器リスト（電気設備）２／２ 
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別紙３ 沈砂池ポンプ棟増設図（平面図及び断面図） 
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別紙３ 沈砂池ポンプ棟増設図（立面図） 
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別紙４ 更新対象連絡管明示図 
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別紙５ 管理事務所設置場所・資材置き場明示図 


